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魅力いっぱい！私の学校魅力いっぱい！私の学校
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城じ

ょ

う

上か

み

小
学
校

創
立
130
年
　
　
校
訓「
な
か
よ
く
　
か
し
こ
く
　
た
く
ま
し
く
」

　城上小は、高城川の水の｢青｣・朝霧の｢白｣・木々や草花の｢緑｣・
秋の稲穂やイチョウの｢黄色｣そして紅葉の｢紅｣など、四季折々の
彩りに囲まれた自然豊かな地にあります。子どもたちは、このふ
るさとで自然の美しさに対する感性を磨きながら、地域の皆さま
に守り育てられ、ひとみ明るく元気に伸び伸びと毎日を過ごしてい
ます。

城上小学校

校区の方々との田植体験

手作りの綱で，綱引き大会を実施 元気塾でラダー（縄ばしご）を使った短距離走の練習 校区の方々の協力で綱練りを実施

高城川での川祭り・川遊びでふるさとを満喫

　

川
内
北
部
の
高
城
川
上
流
に
位

置
す
る
城
上
小
学
校
は
、
本
年
度

で
創
立
１
３
０
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
７
学
級
で
62
人（
男
子
36

人
・
女
子
26
人
）の
児
童
が
13
人

の
職
員
と
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

校
訓
を「
な
か
よ
く 

か
し
こ
く

た
く
ま
し
く
」、
教
育
目
標
を「
学

校
が
す
き　

友
だ
ち
が
す
き　

ふ

る
さ
と
が
す
き
な
城
上
っ
子
を
育

て
る
」と
し
、
知
・
徳
・
体
・
食

の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

な
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

『
城
上
の
子
ら
を
光
に
！
』

　

学
校
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

に
作
品
応
募
や
行
事
な
ど
の
代
表

を
経
験
さ
せ
た
り
、
得
意
な
面
を

伸
ば
す
し
か
け
を
し
た
り
し
て
、

学
習
・
生
活
・
運
動
面
で
光
輝
か

せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
先
生
方
が
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
を
見
つ
め
て
共
に
活
動
す
る

こ
と
で
、
そ
の
子
が
自
信
を
持
ち
、

笑
顔
と
喜
び
が
生
ま
れ
、
次
へ
の

挑
戦
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

『
全
校
欠
席
０
の
日（
目
標
百
日
）』

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
共
に
健
康

で
、
校
内
に
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
声
が
響
き
、
元
気
よ
く
遊
び
、

学
ぶ
姿
を
願
っ
て
設
定
し
ま
し
た
。

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

だ
と
思
い
ま
す
。

『
野
と
川
と
人
と
』

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
城
上
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
全
面
的
な
支
援
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

野
＝�

米
・
甘か
ん
し
ょ藷
づ
く
り
、
イ
チ
ゴ

狩
り
、
朝
霧
・
コ
ス
モ
ス
な

ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

川
＝�

川
遊
び(

高
城
川)

、
川
祭
り
、

カ
ヌ
ー
練
習
、
う
な
ぎ
放
流

人
＝�

地
域
の
方
に
よ
る
授
業
、
高

齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
太
鼓

踊
り
、鬼
火
焚
き
、史
跡
巡
り

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
城
上
を

心
に
刻
み
、
学
校
や
地
域
で｢

生

き
る
力｣

を
育
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

Librar y

各図書館にお越しください。

行こうよ！図書館へ

中央図書館　　 0996（22）3542
樋脇分館　　　 0996（38）0009
入来分館　　　 0996（44）3111
東郷分館　　　 0996（42）0053
祁答院分館　　 0996（21）8755
里分館　　　　 09969（3）2958
上甑分館　　　 09969（2）0001
下甑分館　　　 09969（7）0390
鹿島分館　　　 09969（4）2211

− 問合先 −

しゅくだい、
なくします！
ごとう りゅうじ　作
さとう まきこ　絵
（ポプラ社）

何かと慌ただしい師走
年末年始は読書でゆっくりと

　

早
い
も
の
で
、
も

う
12
月
で
す
ね
。
何

か
と
慌
た
だ
し
い

月
で
す
が
年
末
年

始
の
休
み
を
利
用

し
て
、
今
年
１
年
を

振
り
返
っ
て
み
た
り
、
ゆ
っ
く
り
読
書
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
内
の
公
共
図

書
館
か
ら
構
成
さ

れ
る
鹿
児
島
県
図

書
館
協
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
読

書
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
毎

月
23
日
は
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の

日
」と
し
て
読
書
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、親
子
一
緒
に
図
書
館
へ
足
を
運
び
、

好
き
な
本
を
見
つ
け
て
読
書
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

 平成 21 年度　おはなしひろばのご案内
幼児・小学生とその保護者を対象に、絵本の読み聞かせなどを行っています。ぜひ、お越しください。

図　書　館　名 曜　　　　　日 時　　　間
中央図書館（会場は中央公民館） 毎月第２・４水曜日（祝日を除く） 14:30 〜 15:00
樋脇分館 毎月第４金曜日 10:00 〜 11:00
入来分館 毎月第３土曜日（H22/ １/16 を除く） 10:30 〜 11:00
東郷分館 毎月第３水曜日 16:00 〜 16:30
祁答院分館 毎月第２・４水曜日（祝日を除く） 16:00 〜 16:30
里分館 毎月第２・３火曜日 16:00 〜 16:30

＊参加料は無料です。	

図説子どもに
伝えたい日本人の
しきたり
三橋 健　著
（家の光協会）

人類やりなおし装置
岡田 淳　著
（１
じゅうなな

７出版）

おせちいっかの
おしょうがつ
わたなべ あや　作
（佼
こうせい

成出版社）

一 般 書

●
毎
月
23
日
は
子
ど
も
と　
　
　

　
　
　
　

い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日

児 童 書

学
校
が
す
き
　
友
だ
ち
が
す
き

ふ
る
さ
と
が
す
き
な
城
上
っ
子

島
しま

兒
ご

康
やす

朗
ろう

 校長

今月は

入来分館からの

おすすめ！

　１ねん２くみのごんちゃんは、先生におこられてもぜんぜん平気です。
きょうも宿題をやってこなかったごんちゃんは…。 　暮らしの中のしきたりから、行事のしきたり、人生の節目のしきた

りなど、日本の伝統文化の一つであるしきたりの内容や意味を図版
や写真を取り入れて分かりやすく紹介します。

＝戦争・環境汚染・不正・いじめ＝教授は悪いニュースばかりの世
の中を救うため、兵器や自動車などを植物に変えてしまう｢人類やり
なおし装置｣を開発し始めたのですが…。

　大晦日に、家族みんなでおせちの準備をする、はこださんち。重箱
の中では、たくさんのおせち料理たちも大忙し！さて、おせち一家はど
んなふうにお正月を迎えるのかな…。




